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岡
山
で
セ
ミ
ナ
ー
新
薬
開
発
な
ど
報
告

　
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
本
部
・
岡
山
市
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構
」
　
（
同
）
は
、
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
の

３
大
感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
国
際
保
健
セ
ミ
才
－
を
2
6
日
、
岡
山
市
内
で
開
い

た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
や
、
医
薬
学
を
研
究
す
る
学
生
を
始
め
、
ド
イ
ツ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
保
健
当
局
の
関
係
者
ら
約
6
0
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
報
告
し
、
知
識
を
深
め
た
。

2
3
、
2
4
両
日
、
途
上
国
の
感

蚤
症
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
民
間
財
団
「
世
界
エ
イ
ズ
・

結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
」

　
（
本
部
・
ジ
ュ
半
－
ブ
）
が
東

京
で
開
い
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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‐

‐

－

・

ム
に
合
わ
せ
、
自
治
体
単
位
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換

し
よ
う
と
、
岡
山
の
ほ
か
、
札

幌
、
仙
台
、
京
都
な
ど
全
国
６

都
市
で
開
催
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
福
田
首
相
が
２
０
０
９

年
以
降
の
数
年
間
で
同
基
金
に

ｒ
Ｄ
億
（
ｈ
ｖ
０
０
０
万
ぜ
（
約
″
・
Ｄ
Ｑ
Ｕ

２
億
円
）
を
拠
出
す
る
方
針
を

表
明
し
て
い
る
。

　
県
内
か
ら
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社

会
開
発
機
構
の
鈴
木
俊
介
理
事

ＡＭＤＡ･開発機構

長
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
の
エ
イ

ズ
対
策
を
報
告
。
岡
山
市
保
健

所
は
市
の
エ
イ
ズ
対
策
や
患
者

数
の
推
移
の
ほ
か
、
小
中
高
で

の
エ
イ
ズ
感
染
防
止
に
向
け
た

出
前
講
座
な
ど
の
取
り
組
み
を

説
明
し
、
岡
山
犬
は
薬
剤
耐
性
一
人
の
患
者
も
増
加
し
て
い
る

の
マ
ラ
リ
ア
に
も
効
果
が
あ
る

治
療
薬
開
発
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　
ま
た
、
国
立
病
院
機
構
南
岡

山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
多
田
敦
彦

・
統
括
診
療
部
長
は
、
結
核
に

つ
い
て
県
内
の
現
状
を
報
告
。

高
齢
化
が
進
む
県
内
の
特
徴

と
し
て
、
6
0
歳
以
上
の
患
者

が
多
く
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

0
1
年
現
在
で
入
院
者
の
6
5
％

を
占
め
、
こ
の
う
ち
3
8
％
が

7
5
歳
以
上
た
っ
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
外
国

と
い
い
、
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
が
、
診

療
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
訴

え
た
。
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